
日本サウナ・スパ協会は、書籍『サ道』（PARCO
出版）の出版などによりサウナ文化振興に多大な貢
献をした、マンガ家タナカカツキ氏を「サウナ大使」
に任命することを平成 24 年度第 2 回理事会にて決
定した。氏は現代ギャグのバイブルと言われる「バカ
ドリルシリーズ」や「オッス！トン子ちゃん」（扶桑社）
で知られるマンガ家で、自らがサウナにハマっていっ
た経緯をマンガを交えて『サ道』で紹介、現在もサ
ウナの魅力をツイッター等で日常的に発信し続けなが
ら、なおも「サ道」への精進を怠らない。サウナに
馴染みのない世代への影響が大きいことから今回の
任命が決議された。

任命式は来たる 3 月 7 日。大阪のニュージャパン
サウナにて行われる。この式典は、3 月 7 日が「サウ
ナの日」として日本記念日協会への登録が完了した

「サウナの日」の記念タオルを制作

3 月 7 日「サウナの日」 の記念タオルを制作する。
予約販売で 2 千枚を超える申込みを受け、2 月末に
発送を予定している。基本デザインはクリエイティブ
ディレクターの遠藤和紀氏とイラストレーターの矢内
真生氏によるもの。

遠藤氏はフィンランドでのサウナ体験があるため
この構図が生まれた。サウナで汗を流す男の手には

サウナ大使任命式スケジュール
日　時：平成 25 年 3 月７日（木）
場　所：大阪市中央区道頓堀２－３－２８ 

　ニュージャパンビル 1 階　カバーナ
14：00 ～　サウナ体験 ( カバーナ )
15：20 ～　タナカカツキ氏 大使任命式
※事前にサウナ室前にて写真撮影
15：30 ～　タナカカツキ氏トークショー（30分）

■お問い合わせは協会事務局まで
※取材の方の入浴券あり

タナカカツキ氏「サウナ大使」に任命が決定
大阪「カバーナ」にて任命式とトークショー開催

ことの記念イベントとしての意味合いもあり、当日は
体験入浴、その後、任命証・大使専用ガウンの授与、
タナカ氏のサウナトークが予定されている。また、ス
ペシャルプレゼントとして、37 歳の方はサウナ無料
ご招待のイベントも企画されている。

3月7日「サウナの日」

「サウナの日」を記念日登録しました
協会はこれまで 3 月 7 日を「サウナの日」とし

てさまざまな活動をしてきましたが、この度、日
本記念日協会へ登録が認められました。サウナ
啓発普及のため、今後も「サウナの日」を広げ
ていきましょう。

日本人はほとんど知らないヴィヒタが握られているの
だ。渋い味のある大人のサウナの雰囲気がよくでて
いる。マニア垂涎のレアなグッズになるかも。

遠藤和紀（えんどうかずき）

デザインマトカ主宰、東北大学大学院工学研究科非常
勤講師、宮城大学事業構想学部非常勤講師。

関西サウナ・スパ協会（米田篤史会長）は例年 3
月 7 日は「サウナの日」としてお客様にサウナをアピー
ルする企画を実施してきた。今年は、37 歳の方を当
日無料ご招待する企画を立て実施予定。ポスターを
作成、各所に掲示してお客様に呼び掛けている。参
加店は協会ＨＰ「サウナビ関西」で確認できる。米
田会長は「37 歳の 3 月 7 日は一生に一度しかない。
是非、この機会にサウナの素晴らしさを体験し、疲
れを癒していただきたい」と語る。

本企画には他地区のメンバーも賛同しており、来年
は参加店が全国にわたるもよう。サウナにまつわる
話題として、今後広がりが期待できる。

関西サウナ・スパ協会全店
37歳の方は無料ご招待！
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東日本大震災寄付金入金状況

■東日本大震災寄付金入金状況(2月10日現在)
楽天地スパ……………………………………１８,６４８
アダム＆イブ…………………………………１６,４９１
ユーランドホテル八橋…………………………１８,３８６
北大阪振興㈱… ……………………………３０,５６２
㈱東京ドーム… ………………………………３０,０００
アペゼ………………………………………… ４,５１０

（単位円）

　1 月 11 日から2 月 10 日までの寄付金振込金額
は以下の通りです。本寄付金は東日本大震災の直
接支援に充てられます。
　今後とも寄付金のご協力よろしくお願い致します。

東京都協会（吉田秀雄会長）は 1 月 30 日（水）「平
成 25 年度新年会」を「ちゃんこ巴潟」( 東京都墨田
区 ) にて開催し 41 名が参加しました。

吉田秀雄会長から、政権が交代し半年ほどすれ
ば景気が変わるのではないかと期待している。われ
われの業種もこれからが頑張りどころではないか、と
の挨拶がありました。

平井要子副会長の乾杯の音頭で新年会が始まり、
途中で八巻英夫副会長から参加された賛助会員の紹
介がありました。

参加者は本場のちゃんこ料理に舌鼓をうちながら、
昨今の営業状況や景気動向などの話題で盛り上が
り、席を回って挨拶や名刺交換を行い、和やかに懇
談しました。

盛会のうちにあっという間に時間がたち、岸野肇
副会長から５月に韓国視察の計画があることの案内
と中締めで終了しました。

先の理事会で議題に挙がった白樺の木植樹推進の
「サウナ・スパシティ構想」。その提案があった北海
道空知郡上富良野町の視察を 2 月 11 日と 12 日にか
けて中野憲一会長以下５名で実施した。旭川空港で
集合して車で 60 分ほどで上富良野町に到着し、こ
の構想の推進者の一人の吉田雄三氏と同町議の金子
益三氏の案内で田浦孝道副町長を訪問。植樹に関す
る説明や、この地の夏の風景の素晴らしさなどをうか
がった。

上富良野町は北海道の中央に位置し、東に大雪山
国立公園大雪山系の十勝岳（2,077 ｍ）、西に夕張山
地の先端で芦別山塊といわれる山々、北に両山系の
山麓と、三方を山岳地帯に囲まれている。南には市街
地が開け、富良野盆地の平坦部には水田が広がって
いる。それを育んでいるのが町内を流れる富良野川と
その支流だ。市街地を囲んで雄大で牧歌的な丘陵地

神奈川県協会（織茂明彦会長）は 1 月 29 日、箱
根ホテル小涌園で新年会を開催しました。織茂会長
から「景気が上向くのはまだまだ時間が掛かるでしょ
うから、皆さんで連絡を取り合い、情報を交換し合っ
て、今年も乗り切りましょう」との新年の挨拶の後、
志賀敏男氏（藤田観光㈱）による乾杯の音頭で、会
は和やかに始まりました。当日、雪を頂いた富士山
が一望できるレイクウッドＧＣで開催された新春ゴル
フコンペでの優勝は、頼住金作氏（三蔵商事㈱）で
した。

神奈川県協会主催　観桜コンペのお誘い
他都府県協会の方、賛助会員の方々も歓迎の春

季恒例コンペを催します。東名厚木健康センターで
入浴後、表彰式と懇親会で親睦を深めましょう。

日　時：4 月 10 日（水）午前 8 時～受付
場　所：大厚木 CC「桜コース」
会　費：懇親会費および景品代は協会が負担し

ます。ゴルフのプレーフィーと昼食代
は各自で。

問い合わせ：☎ 03-5275-1541

関西協会（米田篤史会長）は 1 月23日（水）、「サ
ウナ＆スパ大東洋」会議室にて、理事会・例会・新
年互礼会を正・準会員合同で開催しました。

定例会は恒例となっている次の科目の情報交換と
今年の課題を語り合いました。15 店舗のまとめ資料
からその一部は以下の通りです。その後、3 月7日「サ
ウナの日」の事業と以下の取り組み課題を全員一致
で承認しました。

引き続き、中国料理大東洋にて懇親会を開き、大
いに盛り上がりました。

東 京 都 協 会 神 奈 川 県 協 会関 西 協 会新年会 勉強会 新年会

情報交換科目
１ 1年間及び12月の客数・売上、前年比（％）

２ 平成24年度、一客あたり消費単価（実数）・前
年との差

３ 今年から実施している事項

平成24年度（1年間）の実績前年比
（15店舗のまとめ資料から抜粋）

100％↑ 86から100％ 90から95％ 85～89％
客数

（前年比） 8店舗 2店舗 3店舗 2店舗

売上
（前年比） 6店舗 2店舗 5店舗 2店舗

決定した重点活動

１
3月7日「サウナの日」は、37歳のお客様を無料招待。
※ポスター及びチラシを専門家に依頼し製作する
※ニュースリリースの実施
※参加店はＨＰ「サウナビ関西」にて

２ 20～40才の年齢層の方に、サウナ利用を促進する
ためには、を考えるプロジェクトチームを発足させる。

３ 新規顧客の導入を図る企画内容、他を討議し推進し
ていくための作業をスタートする。

帯の景観は北海道ならではのスケールの大きさで、ラ
ベンダーの咲く夏には多くの観光客が訪れるという。

サウナの故郷フィンランドと気温が近いため、サウナ
のシンボルともいえる白樺の育成にはうってつけ。この
地に白樺の苗木を植林して「ヴィヒタの森（案）」を育
む計画が持ち上がったのも納得できる。その後、海抜
千㍍以上の大雪山国立公園
十勝岳温泉郷の視察をした。

副町長の田浦氏からは「大
変いいところです。自然の中
で味わうサウナはご存じのよ
うに素晴らしいです。白樺の
緑のある時期に是非貴協会
会員の皆様に視察にお越し
いただきたい」との誘いも受
けた。

視察報告

サウナ―垂涎の「白銀荘」
上富良野町の中心から北東に車で 30 分ほど走っ

た山間に、今、サウナーに人気を集めている吹上温
泉保養センター「白銀荘」がある。夜中ともなれば
気温がマイナス 20℃ま
で下がる地域で、露天
風呂の周囲は一面の銀
世界だ。視察団はここ
を宿泊地とし、サウナ
と雪中露天風呂を体験、
本場フィンランドさなが
らの気分を味わった。
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北海道  上富良野町
フィンランド似の地に白樺林を

上富良野町役場にて、左から若林幹夫事務局長、織茂明彦副会長、中野憲一会長、田浦孝道 上富良野町副町長、
吉田秀雄副会長、長谷川徳行 上富良野町議会副議長、米田行孝専務理事、金子益三 上富良野町議会議員。
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フィンランドでの、アルコールが
原因とされるサウナ事故
日本サウナ・スパ協会　理事（国際医療福祉大学大
学院教授）　前田眞治

和歌山県のサウナにおける事故
は我々サウナに関わるものにとって、
非常に鮮烈なショックをもたらしま
した。日本では発生頻度が少ない
サウナ事故ですが、本場フィンランドではどの程度生
じているのか、昨年 5 月の日本温泉気候物理医学会
で法医学の専門家の Pekka Saukko（ペッカ ザウコ）
先生が講演されましたので紹介します（日本温泉気
候物理医学会雑誌 76：7-11,2012）。

フィンランドでは半数以上 (2010 年で 53.3％ ) の
住居にサウナが設置されており、ほとんど毎日のように
利用されています。フィンランドの統計では 1998 年～
2010 年に 475 人（年平均 36.5 人、男性 76％女性
24％）の死亡が確認されており、全体の 74％（男性

公式facebookをご覧ください
昨年末より、協会の公式 facebookを始めま

した。協会関係の出来事を折あるごとに発信し
ますので、情報がありましたら事務局までご連絡くださ
い。スタッフの皆様もぜひご覧ください。
http://www.facebook.com/sauna.japan

「大地の芸術祭」の里　

越後妻有2013冬
「雪のスタジアム」にテントサウナを設営

新新潟県十日町と津南町からなる越後妻有の国
際芸術祭「大地の芸術祭」の冬イベント「越後妻有
2013 冬」で、雪国の温浴をテーマとした「雪原テルメ」
に協会が 3 月 2 日、3 日、テントサウナを設営します。
詳細はＨＰで。（www.echigo-tsumari.jp）

サウナ
発活動啓 活啓発活動

80％、女性 56％）でアルコールが原因とされています。
ザウコ先生が 1986 年～ 1995 年に行ったサウナ室

で死亡した690人の中で死因が推定可能な544人中、
アルコールが主な原因であった人は 309人 (57％)で、
その中でもアルコール中毒が 68 人 (13%) いました。
他の原因で死亡したとする人の中にも、90％程度に
アルコールが関係しています。熱中症によるものも数
多く認められています。

以前はサウナ室での死亡原因の多くは心筋梗塞な
どと考えられていましたが、アルコールと熱中症によ
るものが多いこともわかってきました。アルコールを
飲んでサウナに入ることで高い血中濃度となり急性ア
ルコール中毒になり、さらにサウナ室内にいることで
熱中症となり死にいたることは容易に想像できます。

このように本場フィンランドでもアルコールが原因
で死に至る人がみられます。わが国でも和歌山の事
件を契機に、飲酒に対する注意を喚起し、安全なサ
ウナ入浴を行うことで、より信頼性の高いサウナ入浴
を勧めていくべきと思われます。

関西サウナ・スパ協会事務局長の土肥英雄さんは、ニュージャパン観光先々代社長の
中野幸夫氏の元で営業本部長を 30 年間勤め上げたサウナ業界の生字引のような存在。横山やす

しを彷彿とさせる鮮やかな語り口調はご存じの通りだが、そのノウハウを少しでも次世代に伝えてい
ただきたいと、「全国サウナ・スパ会議」で一昨年と昨年、連続して講演をお願いした。「大阪道頓
堀 ニュージャパン観光㈱ 営業本部長として在職 30 年のマネジメントを語る」と題するその内容を
抜粋し数回に分けて連載する。汗の結晶ともいえるノウハウを、現場に役立てていただきたい。

訓示ひとつで社内が変わる
例年、全社員 200 人ほどが集まったところで社長が新

春の訓示するのですが、ある正月、なぜか私に「君が何
か話をしなさい」とおっしゃるので、日頃から言いたいと
思っていた話をさせてもらいました。

北海道の大学で教授をしている叔父と一杯飲んだ時の
ことです。叔父が「仕事で頑張っていると聞いたけど、会社で君を叱ってくれ
る人はいるのか？」と尋ねるので、私が「上に二人います」と答えると、「二人
もいたらまあいいかな。人間は叱ってくれる人がいなくなったら、成長はそこで
止まる。気をつけないといけないよ」と教えてくれました。これが人間の節理
のようです。トップの人間は気をつけないといけません。

それから、叔父はこう付け加えました。「ただね、怒ると叱るは違うんだよ。
怒られたというのはその場に因縁だけが残るけど、叱られたというのは愛情が

あるので、叱られた方もなんとなく直さんといかんなぁ、と思うものだよ」。
私はこの話をみんなに聞いてもらって、叱られたと思うような体質になっても

らいたかったんです。だから、これから私は怒らない。愛情をもって叱るからね、
と話を結びました。そうしたら、社長がいそいで檀上に来て、「今、土肥君の
話したことは素晴らしいことや、みんなこの一年はそれでいこう」、と私の話を
後押ししてくれたんです。

それからは、もう空気がガラッとかわりました。注意されたからといってプー
ンとふくれるような人はいなくなりました。愛情を持って叱ってくれていると思
うと、時にはありがとうとまで言いたくなる雰囲気になったんです。すごく良く
なりました。

上手に話せば、人の気持ちは変えられます。これは私が話した訓示の中で
最も成功した例の一つです。まあ、社長の後押しがなければこうはいかなかっ
たのですが。

土肥英雄氏講演抜粋　ニュージャパン観光㈱　 

営業本部長 在職30年のマネジメント連載
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公益社団法人日本サウナ・スパ協会は「平成 24
年度第 2 回理事会」を1 月 25 日 ( 金 ) 午後 2 時 30
分から東京都文京区の後楽園飯店会議室にて理事
13 名、監事１名が出席して開催。定款の規定に基づ
き、代表理事である中野憲一会長が議長となり、定
足数を満たしたことを確認の上、本会議の成立を宣
言。議事録作成者に若林幹夫理事を指名し以下の議
事に入った。

第１号議案『平成25年度事業計画書案』の件
若林幹夫理事より、啓発普及事業として調査研究

事業、機関紙配布並びに啓発事業、インターネット
による情報提供事業、メディア対応事業、その他、
基準策定研修事業として基準策定事業、優良店認定
事業、養成研修・資格登録事業、研修事業、顕彰
事業、相談事業、その他について説明があり、満場
一致で承認決議した。
第２号議案『平成25年度収支予算書案』の件

織茂明彦副会長が説明し諮ったところ満場一致で
承認決議。なお、公益社団法人移行により寄付金に
ついては一般寄付金科目を新設し入出金することと
なる。なお、現在店頭での募金については震災支援
を掲げているので震災支援関係での使途明確化が

平成24年度 第2回理事会開催
必要、震災支援に限
定しない公益活動に
使用するのであれば
募金目的を変更する
必要があるとの意見
が出された。平成 24
年度までの同寄付金
は、東日本大震災直
後の日本赤十字社へ
の寄付、フィンランド
製テントサウナの購
入並びに設置経費に使用している。
第３号議案『平成25年度通常総会開催』の件

米田篤史常務理事から、6 月 5 日 ( 水 ) ホテルグラ
ンヴィア大阪において開催、総会と共に講演会や体
験入浴などの研修会も行う旨が説明され、承認決議
された。
第４号議案『新規研修事業案』の件

米田行孝専務理事より、現在厚生労働省から後援
を受け実施している養成研修事業「サウナ・スパ健
康士」の今後のあり方と同事業の活性化を目的とし
て、新たに「スパトレーナーアドバイザー（仮称）」を
検討しているが、その受講対象者並びにテキスト（案）
の説明がされた。結果、同研修事業を進めることは
承認決議されたが、その位置づけ、受講対象者や名
称についてはさらに執行理事会で継続審議すること
とした。
第５号議案『サウナの日啓発普及企画案』の件

米田行孝専務理事より、「サウナの日」（３月７日）
イベントについて、サウナを広く一般に普及啓発して
いただくサウナ大使に「サ道」著者のマンガ家タナカ
カツキ氏を任命し、任命式を３月７日に行う予定であ
ること。また、「サウナの日記念タオル」の購入希望
をとり制作することなどを説明し承認された。また、
サウナのシンボルともいえるヴィヒタを作る白樺の木
を、現在「スパ・サウナシティ構想」がある北海道
上富良野町に植樹する案の説明がされ、現地視察と
同町スパ・サウナシティ構想担当者との面談を実施す
る予定。（2 面に関連記事）

また、関西協会では 3 月 7 日に今年 37 歳のお客
様を無料ご招待を企画、ポスターも作成するとの説
明があった。（1 面に関連記事）

平成25年度収支予算書（案）

科　目 予算額

収入

特定資産運用益 60,000

登録料収入 2,000,000

会費収入 18,240,000

事業収入 20,020,000

受取寄付金 500,000

雑収入 1,620,000

事業活動収入合計 42,440,000

支出

啓発普及事業 7,150,000

基準策定・研修事業費 12,470,000

公益目的共通事業費 13,885,160

管理費 6,698,440

予備費等 2,236,400

事業活動支出合計 42,440,000

報告事項
事務局より下記の事項について報告がされた。

１、注意喚起(飲酒をしてのサウナのご利用はおやめ
下さい！)ポスター配布

２、３月７日を「サウナの日」として日本記念日協
会へ登録

３、協会公式フェイスブック「SAUNA.JAPAN」の立
ち上げ

４、サウナ啓発活動（3月2日～3日）新潟県越後妻有
でのテントサウナ貸し出し設営

５、健康士養成研修講座、3月27日大阪会場、3月28
日愛知会場で開催

「サウナの日」を中心に
献血を推進しましょう

(4)平成25年(2013)2月15日

協会では日本赤十字社の協力を得て社会貢献
の一環として、３月７日「サウナの日」を中心に

毎 年 献 血 推 進
キャンペーンを
行っています。
本年も関係者
をはじめ一人
でも多くの方
に献血の協力
を呼びかけま
しょう。


